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山梨大学医学部附属病院
アレルギーセンターについて



2017年（H29）４月：
 山梨大学附属病院にアレルギーセンターを開設
2018年（H30）６月：
 山梨県アレルギー疾患医療拠点病院として、山梨県から指定

【設立】

• アレルギー疾患を総合的に診断し、治療を行う
複数のアレルギー疾患に罹患している患者に適切な治療を提供する

• 地域のアレルギー診療体制の確立・地域連携・情報提供
• 総合的にアレルギーを診療できる医師の育成
• アレルギー研究の推進

【アレルギーセンターの役割】

山梨大学アレルギーセンターについて



アレルギーセンターの構成メンバー

センター長  櫻井大樹
副センター長 中尾篤人
副センター長 三井広
副センター長 松岡伴和

耳鼻咽喉科頭頸部外科・
皮膚科・小児科・呼吸器内科・眼科・
免疫学・社会医学が参加

アレルギーセンターホームページより



• アレルギー疾患診療・院内活動
院内の食物アレルギー対応（カルテ改修）
アナフィラキシー対応マニュアルの作成

• ホームページによる情報の提供

• アレルギーセンター会議
 症例検討
 スタッフ向け勉強会
 運営、専門研修、情報共有

• 県の委託事業の実施
 市民講座・関係者向け講座・啓発活動
 アレルギー疾患・診療の実態調査

アレルギーセンターの活動



アレルギーセンター外来

毎週火曜日の午後
耳鼻科、皮膚科、小児科、呼吸器内科が同じ時間で診療

耳鼻科外来で初診受付、問診を行い、
疾患・症状により、上記複数科の診察を受けることができる

アレルギーセンターの診療



◼ 複数のアレルギー疾患があり、総合的な治療を希望する症例

◼ コントロール困難なアレルギー疾患

（食物アレルギー、アナフィラキシー等）

◼ アレルギーの診断に迷う症例

◼ 食物アレルギーで負荷試験が必要な症例（小児）

◼ アレルゲン免疫療法の導入（皮下、舌下免疫療法）

◼ 生物学的製剤の必要な症例など

アレルギーセンターでの主な対応症例



アレルギーセンターの患者数の推移



山梨県との連携
アレルギー疾患対策について



山梨大学アレルギーセンターの連携体制

山梨県アレルギー疾患対策協議会

地域の実態把握
施策の企画、立案、実施など

協議会委員（各機関代表 19名）

アレルギー疾患医療拠点病院
（アレルギーセンター長、副センター長）
アレルギー疾患専門医
地域医療機関
小児科
呼吸器科
眼科

県医師会
県歯科医師会
県薬剤師会
県看護協会
県栄養士会
学校関係（県教育委員会）
保育関係（県保育協議会）
幼稚園関係（私学教育振興会 幼稚園部会）
アレルギー疾患患者の家族
（アレルギーを考える母の会）
中核市（甲府市）
市（市長会代表）
町村（町村会代表）
保健所長会（保健所）



山梨県アレルギー疾患対策協議会（R7,7月）

各機関がアレルギーに関して抱える問題点について報告

特に、R6、R7は、保育園・幼稚園・栄養士会の代表から、 各施設での
昼食時の対応、アレルギー食対応の難しさ・苦労が報告された

関係者向け研修会のテーマの案を検討した



アレルギー疾患対策委託事業



令和６年度 アレルギー疾患対策事業



⚫ 市民公開講座の開催
一般県民を対象としたアレルギー疾患に関する啓発イベントを実施

⚫ 教育・保育現場を対象とした勉強会の開催
学校や保育園・幼稚園の教職員を対象に、アレルギー児童への対応力

を高めるための勉強会を開催

⚫ 県内アレルギー疾患の実態調査と社会発信
富士吉田市の給食におけるびわアレルギーの実態調査を実施し、市民

への報告会と疾患の啓発、メディアを通じた周知を実施

⚫ 医療機関向け紹介パンフレットの作成・配布
アレルギーセンターのさらなる周知・活用を促すため、県内の医療機関を

対象とした広報・普及活動を展開

⚫ 県内医療機関の診療体制の調査と公開
アレルギー疾患の診療体制に関する調査を実施し、HPに公開

令和6年度アレルギー疾患対策 県の委託事業



市民講座

市民公開講座の実施概要

⚫ 開催目的

アレルギー疾患への正しい知識の普及、自己
管理の徹底、および適切な受診行動の啓発

⚫ 開催場所：山梨県立図書館

⚫ 主な講演テーマ（3演題）
１．口腔アレルギーの病態と山梨県内の実態
２．小児食物アレルギー発症時の緊急対応
３．最新のアトピー性皮膚炎治療

⚫ 参加者：31名



教育・保育現場を対象とした勉強会

⚫ 開催の背景
学校・保育園・幼稚園の現場が抱える

給食での食物アレルギー対応への不安を
解消するため

⚫ 実施内容
各施設での対策や工夫、課題の発表、および
参加者同士によるディスカッションを実施

⚫ 参加状況と成果
約30名が参加。情報交換を通じて、今後の対
応を検討する貴重な機会となった。

第1回 山梨アレルギーシンポジウム



富士吉田市の給食びわによる口腔アレルギーに対し
実態調査を実施

2024年6日 富士吉田市の小中学校の給食に生のびわが提供されて、多くの生徒に
アレルギー症状が出現した。

これを受けて、アレルギーセンターとして、山梨県と富士吉田市教育委員会・医師会
などの協力を得て、2024年11月、生徒の保護者にアンケート調査を実施した。

結果、2360人の回答が得られ、生徒の約15%（264人）にアレルギー症状があり、

カバノキ科花粉感作と関連するビワによる口腔アレルギーと考えらえた。
（調査結果は,Allergy.2025に報告）



2025年2月23日 報告会実施

山梨県、富士吉田市の共催にて、

富士吉田市ふじさんホールで実施

１）プレスリリースの実施

報道機関向け説明会

（テレビ、新聞社 数社が報道）

２）結果説明会と市民講座の実施

調査結果説明、口腔アレルギーについての講演を行った。

富士吉田市小中学校の保護者・生徒、市民、学校関係、

教育委員会、市議会議員、医師会、県関係者、報道機関など

１００人以上が参加

富士吉田市の給食びわによる口腔アレルギーに対する
調査結果報告会および啓発活動



アレルギーセンターの周知（パンフレット配布）

⚫ 以前の調査で、山梨県内の医療機関における山梨大学医学部附属病院アレルギー
センターの認知度が低いことが明らかとなっていた。

⚫ そこで、山梨県内624の医療機関にパンフレットを配布し、認知度を高めることにより、
県内のアレルギー疾患患者の受診につなげることを目的とした。



令和７年度 アレルギー疾患対策事業



⚫ 教育機関でアレルギー疾患児童への対
応を充実できるよう、講演と、保育園、
幼稚園の管理栄養士・栄養士さんによ
る発表とディスカッションによる勉強会を
開催した。

⚫ （2025年11月29日 学内シミックプラザ）

教育・保育現場を対象とした勉強会
第2回 山梨アレルギーシンポジウム



⚫ 県内の一般市民を対象に、市民公開
講座を開催予定
（2026年2月8日予定、イオンモール）

⚫ アレルギー疾患と対応を知ってもらう
ため、県民に活用していただけるよう、
疾患啓発パンフレットを作成し、県内
の医療機関・公共施設へ配布する。
（作成中）

市民講座
啓発パンフレットの配布



アレルギーセンターの
ホームページについて



山梨大学アレルギーセンターHP
当初、モデル事業で開始
現在、病院で維持

総アクセス数
34万件（2024年度）



県内すべての医療機関にアンケートを実施、対応可能な214施設を公開

・医療機関ごとに対応できるアレルギー疾患を一覧として紹介
・喘息発作・アナフィラキシーへの救急対応状況なども記載

県内医療機関のアレルギー疾患対応の調査と情報公開

患者さんが対応する医療機関を探す、医療機関が紹介先を探すことができる



①アレルギー総合診療に十分な体制が確立できていない
→アレルギー専門医の育成を進めていく

②食物アレルギー・アナフィラキシーの症例が増えているが、
成人の全身アレルギーに十分対応できていない
→対応できる医師を増やす

③外来診察室の統合
同じ時間に診察しているが、各科診察室に分かれている
→新外来棟の完成後に、センター外来として統合し集約を予定

④ホームページ内の情報のアップデート

問題点・課題など



アレルギーセンターの問題点・課題など

山梨県におけるアレルギー疾患医療拠点病院の取り組みについて
特に、行政との連携とその活動について報告した

山梨大学附属病院アレルギーセンターは、
診療とともに、県のアレルギー疾患対策を担っている

県内の実態に基づき、疾患とその課題に対応していく

難治性アレルギー疾患も増えており、診療体制のさらなる整備が課題

まとめ


	スライド 1:   山梨県における アレルギー疾患医療拠点病院の取り組み  -行政との連携と活動報告- 
	スライド 2:    山梨大学医学部附属病院 アレルギーセンターについて
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9:    山梨県との連携 アレルギー疾患対策について
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13:    令和６年度　アレルギー疾患対策事業
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20:    令和７年度　アレルギー疾患対策事業
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23:    アレルギーセンターの ホームページについて
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27

